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光進電気工業株式会疵
、 廷

ウ

合金をマシンド

ツチにより切削

風向風速計 された高精旋のも

ので,100WSの

風速にも耐え･る強

度をもっている。

プロペラー型の

特徴として，風速

と回嘱速度は直線

的関係を有し，且

大気乱流の影響が

無く，風洞検定値

靭後気象測器にも種々 の検討が行われ近代化されつ§

あるが,風向風速計は最も顕著なものである｡光進電気
工業株式会社では昭和.24年以来，気象台の指導を得て

写真に見るようなプロペラ.一式風向風速計について数回

の試作研究を行い,昨年に至って,船舶用及び陸上用電
気式風向風速計を完成し，気象界から注目されている。

この風向風速計は，流線型胴体に，プロペラー式風速

感部と，風向感部用尾翼を附したもので，風向風速を一
体に樅成した近代感覚の，スマーl･な外観である｡．

既に陸上用は気象台を始め広く納入され，又各船舶会
社，造船所等に多数納入され，外洋船に施設されて，外．

観の優美と性能の良さに派て好評を博し，本邦の気象予

報に多大の貢献をなし，安全航海にも大いに役立ってい
る。

木器の概略を説明すると

1．構成

’・船舶用風向風速発信器，接続麓兼電源筐,風
向指示器,風速指示鶚,真風向風速換

、

算表

2.陸上用風向風速発信器，風向風速指示器

2．魎源っ
1．船舶用100V50～,110V60～，

DC12V
，｡

2・陸上用100V50-60～,DC12V

3．本器の特i
胴体と尾翼は完全な流線形で，プロペラーば超i耐蝕性

リ
、
報
逮
が
一
淘
梱
司
麟
型

I

と実際の指示値が良く一致する。尾翼による復元力は題

めて大きく，鼠向軸に関する慣性モーメン･ﾄが小さく；

減衰率が犬であるか息風向の追従性が良好である。

指示器は風向風速共6吋の丸型計器で全周に亘り等分
、

目盛力弛され，極めて堅牢に造られている。叉陸上用風
向風速指示器は同一･目盛板上に風向風速共指示される珍
らしい瀧造のもので,I勝に風速は目盛巾を拡大し，最大、

目盛もﾖ0M/SとCOM'Sに切諜kぢれ正確に読み得る。‐、
この指示器は元来陸上用に設計されたものであるが,･船‘

舶用としても重宝であろう。その他記録計も風向風速複！
、

式の特殊の構造のものが造られている。

4．本器の性能

本器は気象台の甲種検定付きであるが，その大略を示・

せば下記の様である。

風速-10M/S以下各目礎に対し±･3%以内

10M/S以上各目醗に対し±2.5%以内

起動風速約,1MIS,最太目盛60M/s.
風向±3度以内

、
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シヤのブレス油嵩事機
Purifier-ClarifierEquipment

ディーゼル油清淨機◎世界最初(1929隼)のボイラーー

｜繩蜜撫縦撫タービン油清淨機

潤滑油清淨機
を持つシヤープレス

豆輯

米γ蔑哩騰擬胤突 砒 艮示召I》'甲犬怪銀座1丁目6番地（皆川ピル）

電話京橋（56）代表8681～8685
あんです九にて大成果を拳ぐ
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舶用機一械の．・解説
一
廷 (N6.6) ､

中．谷．勝紀

三井造船玉野造船所製ヂーゼル；ル機關について（一）
~

ﾙ単価クロス・ヘンド型機関の製作を初め，三井造船りこ- ､1治 革

於ても戦後逸早く受註した外国船4隻にこの最新型の欝
関を据付け.たのであるが，特に17,900D/W型タンカー

‘ケアツ．メルクス号，'に装怖の8,300BHP機関は，
世界における同型式大型機関の第3番磯として，その素

晴らしい成果は斯界の注目の的1となっている。

從うて当社は大型舶用機関の型式として，この2登サf
クル単仇ク古ス．了､ツド型を推薦しており，最高ｴ合
92200BHP迄の製作が可能である。：ー
当社では大型機関のほかに小型船，中型船用の主機関
ずり凸

及び船内発電機用として主として4サイクル機関を生産
此おり診年の経験によ署職関の信頼性と取扱いの容
易なる点から好評を博している。

2型式と菫要目、
．斑

三井造船所に於て現在製作している代表的機関の型式寺f

は舶用主機関としては最新型のDE74VTF-160,DE62
VTF-叩で;発電用補機関とし･てはDE25MTH40,

DE20MTH30@が主体であるが'今これら機関の圭

三井造船株式会社が完ンマーク国バーマイスター．エ●

￥.ド:ウエン社と提携し,B&wヂーゼル機関庇製作を．
〆

．ー閑姶したのはﾕ926年のこ注,爾来同社と緊密な協力
のもとに絶えざる研究とエ夫を重ねて，機関の改良発達

･をとげ遂に今日の名声をかち得たのである。や

‘そ,もそもB&W社が舶用ヂ弓ゼル楼関の製作を開始し
たのは約40年前のことであり．,当時は4.ｻｲｸﾙ機関

・上り発足し，ユ930年に至りB&W最初け2ザイクル機一
J‐

関が出現したが；当時砥2fｻｲ.クル複仇機関が圧倒的で
あった.､三井造船KKに於てもﾕ率0年には4サイクル

,単仇クロ･ス．ヘッド型過給機関で6,006BHPを完成し
一当時世界における最大の4サイクル機関として注目を惹
いたものであるゎユ933年に至bB&w型2サイクル複’

勺P

仇機関ワ罰600馬力を製作L,,1940年には2サイクル単
伽"ﾄﾗﾝグ型6,500.BHPを完成し;理舶用ヂーゼﾙ

ヱ

磯関の製作には常に尖端をゆき我国海運界に多天蔵>貢献，をしている。、

・その後戦時，戦後を通じての特殊事精として，取扱い
の簡易化が強く要望せられ,B&W社崎族ても2'サイク･I
舶用主鐘関

2型式と菫要目、
．町

三井造船所に於て現在
寺f

は舶用主機関としては最

VTF-叩で;発電用禰

DE20MTH30@が主

要目･をあげよう。
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数字はストロークを夫々 糎で表わ．しており，シリンダ数
を最初に添えて呼称している。

筒当社で終戦後より195:1年度迄に製作したヂーゼル
機関と装備船名を示すと次の如くである。
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3～2サイクノL學働クロス・
ヘッド型機關‐

r

l構造の概要、

この型の機関は昭和23年輪出船

受註と同晦に採用した新型磯関であ
り,'木機関は昭和ﾕ4年来製作して
きた2サイ､クリ単仇トランク型機関

の陵秀な実績を基礎として，性能，

信頼性，簡素化に重点をおいて設計

された．ものである。第1図はその外

観を示している。
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第3図、DE74VTF-190組立断面図
〈溶接設計）

－－－

DE62VTFg-115組立断面図
．〔簿造設計）､。

、

篦2図 ■

ダ

．第2図及び第3図は宮サイクル単仇ク旨ス･ヘッド型
一機関の断面図である。第2図の機関は骨組が普通の鋳造
設計になっているが第3図は涛接瀧造のものを示してい
・ろ。先ず第2図についてその概要を解説しよう｡‘
機関の骨組は縦横の桁から出来ている合板を土台とし

各織桁に],速の強固なる架購を配置して更に‘これをガイ
ド･プレー1．で結合している。この骨枠の上には数箇の
長手の方向に繕倉した掃除空気鐡職関全長に亘り設け
られ'合板から架瀧を介し掃除空気室迄通じのｽﾃー。
ボルトにより締付けている。（第4図参照）
以上の構造部分により完全に密閉されたクランク室を

形成すると共に強力なる腎組となっている。
シリンダ°カバーはポ〃I､締めの上シリンダ:｡､フレー

ム内に懸架してウオター･･ジヤ欲シ1,を形成し，これら
シリンダ・ブロックを掃除毒気室上にのせている。勿論
スカベンジごグ。エヤー。ポートのあるシリンダ。ライ
ナーの下部は掃除空気室内に嵌入ずることは図示の通り
である。

シリンダ°ラゴナーがシリンダ｡_フレームへの綾入部
分瞳ゴム入詰箱にまI9水密を保ち，ライナーと掃除空気
室とのそれは気密リングによりその目的を達している。＄、

I
鰯‘図組立中の機開

３
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ピストゾさロッドが掃除空気室令没通する部分には気@）長行程とすること力拙来，且つピストン・スピード

密及び油密リング箱の装置を施して掃除室気厩漏洩，潤・を高め得ること。
滑油の損失を防止すると共ﾚﾆ，どの周囲に設けている力（5）シリンダ。ブロックを吊り上げるだけでピストンと
ラーは擬き落された潤滑油及び汚物がクランク。ケース．シリンダの開放点検が容易であることも。．・
内に浸入することを防ぎ,クランク。ケース内の循環油（6）全組立式クランク軸は製作盤が安く,蕊銅製ｸﾗﾝ、

、，ゞ

を常に清潔に保っている｡掻き落された潤滑油は掃除室ク腕に多数の大型平獅錘を鋳由し;運動紬合を改善
&

気室底部に設けたド･レン・コックにより適時排出していして床盤機関台に加わる応力を極限し’フライ･ホイ
る。一ルの寸法を減じている。‘、国 ､ 畠

最近における溶接技術の顕著な進歩によ-り鋪3図に示（7）ピストンが短かいため機関の高さを減じうること。
すよう.な溶接機関の製作を可能とし，祇来の大型磯関の。(8)操縦機構は優秀な設計で構成されており’運転中は

使用速度全域を通じ極めて静粛で,･低速運転も可能で信頼性をそのま皇に，機関の亜量を大巾に軽減して.い
る。現孑I欧米に於てば既に溶接機関が一般に採用せられあること。
ており，当社に於てjも既に研究と準備が行われており，3．主要部の構造‘一

己

近く製作が開始されることである.5d.-_(1)i氣筒部．
｡ F

句‘■_

溶接機関狐一般鋳造機関と比較して相違している点は気笥部は第1図及ざび第2図に示すように，その主要部
1．．ク･ロス・ヘッドが4木のガイド・プレートによりはシリンダ・カバー，シリンダ.・ライナー並びにこれを

案内さるれこと。包含しているジリンダ6フレームから濡成されている。．
・2．シリンダ。カバーが単独に取外せるようにシリンシリンダ｡カバーとライナーはボルト締めの上シリンダ

ダ・フレーム外に持出したこと。・フレーム内に架けてサオター・ジヤ．ケツトを形成して
、

3．カム・ジヤフトは燃料ポンプ・カム用と排気カムいる。
用の2本としたこと。シリンダ｡カバとは耐熱耐蝕性のあ､る鋳鋼製で，その

等である。溶接機関を採用する場合，涛接に適応する鋼中央にポペット・バルjプ式の排気弁,その周囲に燃料弁
一八起動錨安全弁の各弁を均等に配置し,歪み少く且つ永板を使用し狸つ溶接技術と熱応力の研究が必要であろう 、幻

2．主なる特徴冷却効果の平均化を計り'･シリンダ･ライナー’シリン
(1)最大の特徴は単流式掃気を行っていることで，このダ・フレームと共にシリンダ･･ブロックを形成し，掃除一

掃気法による卓越せる筒内掃除効果は常に理想的な完空気室上に固定されている。勿論掃除室気室孔のあるシ
全燃焼が行われている。〃リンダ。ライナーの下部は掃除寒気室内に嵌入§すること垂圭坤

②.遂風機の所要馬力が紗いこと。 ・は図示の通6である。

③ピストンの摺動する範囲内に常時高温瓦斯庇奔流す2サイクル機関に茨て高出力が可能かどうかば一に懸
る排気孔を有していないため，潤滑油消裁避が紗いこってシリンダ・カバーの設計と材料によるもので蕊’当社
と。．の製品は高平均有効圧力のもとに，長年月砿用しても事

グ

蕊
、
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－ 船の科学一

故が起らないよう注意を払って好､る･

・シリーンダ・ライナーは硬質繊密な特殊鋳鉄で，その材

質は特に耐久性を考慮してばる。第5図はこのシリンダ

・亥ロックの外形を示したものである。このシリンダ。
、■

ブロックの設計によると，ピストンとシリンダの開放点

検は極めて容易で，4本のシリンダ・フーレーム取付ボル

ドを弛め，少数の附属管を取外せばその儲シリ.ンダ・プ
ロ》ｸは吊り上げられるので;クロス｡ヘッド.チット

I8)クラ:ンク・シャフト

ヂーゼル機関の中核をなすクランク°シャフトは図示

のように全組立式を採用し，製作鐙の低減をはかってい

る。シャフト部は鐙鋼製で，アームは以前には鍜銅製だ

ったのを鋳鋼製に変更し，との鋳鋼製アームはそれぞれ
大型のバランシング・号エイトがついているが，これは

7F-ムと鋳鋼デ体製として，機関の回転質量を大巾に増
加し,静粛運転を計ると共に適当なるバランシング･ウエ

R＝

1

＝

一

画
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トルコの連 絡 船

ー

I

1

野
P』‐ 蕊滝

好

篝
夕

為園"。=LxDM"BUREAUVERITAS"一公”宛

慧
仏闘西のNantesから土耳古のIstanboul

に曳航されたKIZKULESI号及KASIMP-

ASAJ号の2隻の連絡船は1952年3月末か

ら就役した。これはD.W,350Tの姉妹船で

土耳古政府からf闘西のAnciensChantiers

D;lbigeon造臓斤へ註文された.4隻の連絡船 .CKIZKULES几号ワ｛、・

の一部である。次の2隻KARABOY号及_.5.
IKKURUCESME号は夫々200Tで目下完成に近つ、全長60*,型隔迄b58米,車輌格納所の幅760.米，、

．‐中央に於ける藻さ5.30米,船の両端に於ける深さ4.80‐いて居る。之等の連絲船はBIjREAUVERITASの入、 ？a

1 9 米，満職時の平均吃水3米§総噸数970正､，純噸数115
級船で承①S/3P.1.]..AetCP.Fの船級を所有し海上

48⑩，満載排水量1,240",載荷重撮350唾。
に於ける人命の安全に関する1948年の国際条約に適合
するものである。之等の連絡船はBosphore海蝶の横、船体の型状は縦軸及び横軸に対して対称である。時徴
断及びMarmara海の航海に使用されるのである。、と-しては両端が全然同一形状で大きく傾斜しており,全部領握製で要所は補強されて居る。外板は鋲接であるが

計震の條件．その他の部分の構成には;広範囲に電気溶接が使用され

Bosphore海峡の両岸を連絡する目的の本船の主要性た｡電気溶接はX線その他で充分艘査されたのである。
能は最,'､時間で往禅し得るに足る速力，各機雛の安全籏‘本船は推進機関2基，ブロンズ製プロペラー4個及び

鋳鋼の舵骨に銅板を溶接で取付けた流線形平衡舵4個を
こと及び操縦性の迅速良好歯ことである｡船の寸法及び

装愉する。船体のScantlngは車輌格納所の甲板を強
性能を決定するに対しては非常な苦心が払われた。

‐力甲板として決定されたのである。船内区劃は海上交通bubigeon造船所は必關西海軍の船型試職所Iこ船型の
研究を依頼し，其結果によって馬力の決定をしたのであの箸るしく頻繁な区域を旅客を輸送すると云うことを考

慮して特別に検討されたのであ,る。船内は主要甲板に達、

る。
・する6個の水密隔壁で区劃されて居り，一区割に浸水し

、・

・機関及び車軸関係の製作所として著名なSt-Denisの
ても船を総ての危険から安全に保護出来るのである。

、

AteliersetChantiersdelaLoire・造船所で「プロペ，ミ
これは客船に関する法則に照しても此種船舶に対して

ラー」の要目を決定したのであるが其結果は良好で第一

船の公試蠅では要求速力12.5節に対し,3節の成綴充分過ぎる区割分割とも云えるのである。

蕊

⑧

姑

、

一

可

、

を得たのである。叉Dubigeon造船所は今迄多数の連絡言.、配一置
乗組に対する識は士官4名船員x8名の居住が出来

船を建造した経駁によって前後何れの方向にも進行する、

に都合の良い船体の前後端の形状を選択し,前後両端にる様に作られている｡士官は各~入室で立派に装飾さｵi,、
津輔格#燗の下にあり士官区醐として一区劃になしてい

2個宛4個の「プロペラー」を装備したのである。

之等の船は4カ所に操舵所があり，其の何れからも遠＄る。船員の方は同一甲板にある2個の大部屋で一つは甲・
I隔操舵が出来る。斯くて本船は普通形状の船首及び船尾、板部他は機関部に充当されている。ユ948年ロンドン条約の規定は良く遵守されて各室に喰溝水使用可能の洗面台

を有する船舶の2倍の交通能力を椛保出来港のであり’‘
が装備してある。温冷両方の清水の出る浴室及び側，広、

其結果として船の建造識関係以外に接岸に要する人件饗
い洗認場が機関部及び甲板部船員に対して設けてあり清～に就ても著しい経費の節約となるのである。とに角KIZ
水及び海水が重カダンクから供給される。居住区は綴で

KULESI号の装備及び操縦性は共}こ優秀である。
機醐通風で女暖房劉備がある。更に本船憾賄所〉糧食，

、

350T連絡船
要具，塗具及び燈具絡納所及び工作所等が設備してある＝般鏡明′鯛‘

KIZKULFSI号は旅客700人の他に普遍澆用自励車旅客用の場所は’等と2等とに分割され:､ており｡300名
36輔或は,2亜大型トラック,6禰の輸送に必要な慧置の'等船客用としては装飾してあり周囲に大型の窓のあ一

が完備して居る。船内へは船の両端からその詮入れる‘のる上部サロソ'二'60名’このサロンには酒職及び冷蔵庫
電気料理器並に土耳古効職沸器付きの配膳室があ息。であるもこの船の主要要目次の如し。
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R一舵販機室，

s一救命艇

T--|蝿ト

U－発電機室

V－婦人剛一等船窓用

’

l
Vf一男子側三等船客用
W一婦人側二等船客用

W一男子脚I〃
X一士官用浴室及び側
X/一船員用浴室及び岡
Y－賄所

･a－通風機室

b－燈具及び塗料格納所

d一要具格納所．

e一燃料タング
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磯1台がら給電される。船内への給電は主配電盤から分
電路盤を通して行われる。

保安一防火設備、

救命艇の釣出しは起倒式ダピヅトによって行われる。

短艇としては22人乗りの救命艇2隻及び通船'隻であ
る。叉所要の際容易に接近出来る.書_船閤各所に74個の

救命浮標及び900個の救命ジャ抗ツトが配置してある。．

尚28個の消火姪が適当に配潰され自動車洗糠装置及び

保証付清火器も装備されている。船内塗粧の塗料は防焔

のものが使用されている。船内の区劃分割は一区劃に浸

水した場合船体の横傾斜は如何なる場合でもヤ度以上に

ならぬ様になっている。本船には航海に必要な装置は完

備してちり特に電探も新式のものが取付けてある。

旅容遊歩甲板には140名収容し上等の皮張りの腰掛が．

殿傭してある。
2等船客400名は車輌格納所の下で機関室の前後にあ

る各150名分のサロン旦佃と主要甲板の両舷にあって庭一
、

と称される2個の師1,.とに収容される。、

機関

機械室は舶体の中央にある。主御ま2台の2-cyCle,
mechanicalinjection,Sulzerdiesel機関で直接逆軽

出来るものである。合計馬力は2100,毎分回転数は250．
主機及び補機のシリンダーの冷却は清水循環で行われ

ピストンは油冷却である｡識は3組,2重筋機で駆動さ
れる復動圧縮機によって容量の大なる圧縮空気梢に供給
される。

船はブロンズ製のプロペラー4個で推進される｡”、
遠隔管制の4個のMassian式クラッチが各機械に夫

装々備してあって前部プロペラー或は後部プロペラーを．

回転する為に自由に掛け外しが出来る6車輌関係に対し

てはCeddrvai式閉塞装置があって自動的に潤滑され
ている推進器軸の出口及び張出軸承に砂が入り込むのを
防止しておる。

装 備

船の装備は次の如し。プロペラー直後に4個の舵があ

り電動油圧舵取機械によって前後夫々2個宛組みになっ

てテ‘レモーター装置で操舵される。舵の片舷35度から．

反対舷35度迄の15秒で転舵出来,KIZKULESI号の

公試の際完全なる操縦性が確認されたのである。その旋

回圏は船の長さと殆んど等しぃ。竪型の電動揚錨機4台

があり，その上に接岸の際の繋留索州のキャプスタ.ンが

取付けてある。車禰及び旅客の乗船及び下船用として船

I

一

｜

’

~

200T連絡船

この型はKARABOY号及びKURUCESME号の2.

隻で，寸法が異なり搭載鐙が少いだけで全く350T型と

同じTypeである。、、

KARABOY号は乗用自動車25台或は12T大型ト

ラック10台及び旅客‘200人を搭載する。
全長5聯型幅13¥58米,箪輔格納所の幅6.80*,.

中央に於ける深さ5米,両端に於ける深さ4.50米,満
敬吃水2.70米，乾舷1.･80米，満敏排水量約950",

敵荷重没200慰，機関，プロペラー及び舵の配置はKIZ

KUIFSI号と同型同雛である。

7個の氷防区劃は満載の場合r区劃が浸水しても沈没

せぬことを保証している。、

乗員士官4名,船員'4名,’雲船客85名,．
2等船客115名

＝■

1

機関SulzerDiesel機関2基，合計馬力1,600

毎分回転数250，

発電磯70KW2台,10KW1台

救命艇16人用2隻,通船1隻,救命浮標2',救命ジ
ャケット270，消火怪24を備えている。(Journaldel

1aMarine.Marchande,10AVrill952より〕

の両端に逝板が装備してあり遠隔管制で夫々起倒出来る

装置となっている。

掘氣装置

電力は航海中は各出力80KWの発電機2基で供給さ

れこの，基は常用，他は予備である。之等は直流220V

で並列運転が出来る。繋船中は10KWディーゼル発電

＝

１
１

＝
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